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研究成果の概要（和文）：薬学部 5年生に対し精神疾患に関する10コマのカリキュラムを作成

し評価した。この結果、学生の偏見・差別の意識の変容および服薬指導の自信度の向上が認めら

れ、カリキュラムの有用性が明らかとなった。ニコチン依存症患者への認知行動療法と動機付け

面接法を用いた専門性の高い禁煙指導のカリキュラムを構築し報告した。長期実務実習中に薬学

生が示す心理的ストレスおよび自己効力感の関連について調査し報告した。1年生に対して薬物

乱用防止教育の構築を行い有用性が確認された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We created and assessed a curriculum of ten classes on mental diseases for fifth-year pharmacy 

students. As a result, we observed correction of the students' biased views and prejudices as well as 

improvement in their confidence in providing medication counseling, suggesting the usefulness of the 

new curriculum. We created and report the results of a specialized smoking cessation education program 

involving nicotine-dependent patients. The program employed cognitive-behavior therapy and 

motivational interviewing. We conducted and report the results of a survey on the relationship between 

mental stress and self-efficacy experienced by pharmacy students during their long-term practical 

training. We established a substance abuse prevention education program for first-year students and 

verified its usefulness. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、精神疾患患者数は 323 万人を超え 5
大疾患とされ、重点的な対策が求められてい
る。さらに、精神保健福祉施策は「入院医療
中心から地域生活中心へ」という考え方に基
づき展開されており、今後薬剤師が精神疾患
患者と接する機会が多くなると考えられる。
このような状況において、薬学６年制ではチ
ーム医療の担い手として高度な専門性を持つ
薬剤師の養成が求められている。特に薬物療
法が基盤となり、さらに再発予防のためには
アドヒアランスの向上が欠かすことができ
ないため精神科チーム医療の中における薬
剤師の役割は大変重要である。しかし、精神
科領域については、薬学教育モデル・コアカ
リキュラムにおいてもわずかな記載にとど
まり、実務実習にも組み込まれていない状況
にあった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、精神疾患患者への偏見を軽減
し、正確な症状や治療法に関する知識を修得
し、精神疾患患者指導を実施できる薬学生を
養成するためのカリキュラムを作成するこ
とを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究は医学部、看護学部の講義、実習を
参考として臨床心理士の意見も取り入れ、薬
学部独自の精神科領域の講義、実習カリキュ
ラムを構築した。 

薬学部 5 年生に対して、精神疾患の基礎、
バーチャルハルシネーション（統合失調症の
幻聴の疑似体験ができるソフト）体験、バー
チャル AD/HD体験、薬物療法、薬物療法の評
価方法（薬原性錐体外路症状の評価：DIEPSS, 
うつ病評価尺度：HAM-D,双極性障害の躁状態
の評価尺度：Young,統合失調症の陽性陰性症
状の評価尺度：PANSS、認知症の評価：長谷
川式などの DVD を利用した講義）、認知行動
療法に基づく服薬指導方法、服薬自己管理モ
ジュール、心理教育などから構成した 90分
10 コマのカリキュラムを構築した。精神に疾
患や障害を持つということは、学生にとって
イメージ化しづらいため、DVD など視覚に
よる方法を積極的に利用し、学生の理解を深
めた。また、講義前後で、精神疾患患者への
服薬指導の自信度、社会的距離、SD（semantic 
differential）法を用いて学生の精神疾患患
者に対する偏見・差別の意識やイメージ変化
に関する評価を実施した。 
ニコチン依存症も精神疾患であるため、認

知行動療法と動機付け面接法を用いた専門
性の高い禁煙指導方法についてのカリキュ
ラムを構築し、アンケートによる評価を実施
した。 

さらに、病院実務実習中（精神科病棟実習
を含む）に示す薬学生の心理的ストレス反応
と自己効力感との関連について調査した。 
薬学部 1 年生に対して、精神疾患である依

存症が背景にある薬物乱用防止のカリキュ
ラムおよび心の健康（精神疾患について正し
い知識を修得し、精神疾患の早期診断・早期
治療への理解を進め、さらにストレスを軽減
する方法を修得する）をテーマとしたカリキ
ュラムを構築し、アンケートによる評価を実
施した。 
 
４．研究成果 
 5 年生の精神疾患に関するカリキュラムで
は、認知行動療法に基づく服薬指導について
学生の理解を高めるために、ロールプレイに
よる認知行動療法を用いた服薬指導をビデ
オ撮影し、その視聴を通して統合失調症患者
に対するベッドサイドの服薬指導を学べる
よう工夫した。 
本カリキュラムの評価において、高血圧症

患者と統合失調症患者への服薬指導への自
信度を比較すると、講義前後において統合失
調症患者への服薬指導の自信度は有意な低
下が認められた。しかし、講義後に統合失調
症患者への服薬指導に対する自信度は有意
に増加し、さらに、服薬指導する際の心の負
担感について有意な低下が認められた。また、
SD 法による精神疾患のイメージは有意に良
いイメージへ変化した。このため、本カリキ
ュラムは精神疾患患者への服薬指導の自信
度の向上やイメージ変化に有用であると考
えられる。しかし、社会的距離は講義前後で
有意差が認められず、偏見・差別の意識変化
にはいたらなかった。 
禁煙指導では、タバコの害について正しく

理解するとともに、ニコチン依存症患者に対
する認知行動療法、動機付け面接法による禁
煙指導をロールプレイで実施し、禁煙指導に
対する自信度の向上が認められた。 
病院における長期実務実習中に薬学生が

示す心理的ストレスおよび自己効力感の関
連について調査し、1 日間の精神科病棟実習
が学生の自己効力感を向上させること、POMS
による抑うつー落ち込みの点数が高い学生
は自己効力感が低い傾向にあることが明ら
かとなった。 
薬学部 1年生に対する薬物乱用防止カリキ

ュラムは、乱用薬物に対する認識の変化とと
もに、医療人としての規範意識を高めたこと
が明らかとなった。 
以上、高度の専門性をもって精神科チーム

医療へ参画できる薬剤師の養成は社会的意
義が極めて高い。 
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